
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
ここ最近では、５位という不甲斐ない結果が続いており、今季こそは優勝を手にすると臨んだ秋季リーグ戦では、またも５位とい 

う結果でした。厳しい暑さの中、チーム一丸となり練習に取り組み、多くのオープン戦で実戦を積み重ねることで自信をつけてきま 

した。第１節の近大戦は台風の影響で決着が着くまで約１ヶ月を要し、初戦を落とすものの８季ぶりの１勝を挙げることができまし 

た。勝ち点は奪えませんでしたが、チームとしては大きな１勝となりました。第２節の関関戦では、スローガン通りの「勝利への執 

着心」を見せ、伝統の一戦にふさわしい見事な逆転勝利で勝ち点１をものにしました。最終結果は５勝７敗・勝ち点２の５位という 

悔いの残る結果となりましたが、部員全員がひとつにまとまり最後まで関大野球部として戦い続けることができました。 

今季のリーグ戦も多くの方々が球場に足を運んでくださいました。温かいご声援本当にありがとうございました。関大側のスタン 

ドはいつも活気ある声援が飛び交っており、メンバーの大きな力となりました。現在の４年生は今季で引退となりますが、とても多 

くのことを残して下さり、今後の糧となることは間違いありません。新チームでは先輩方の思いを引き継ぎ、新たなスタートを切り 

たく思います。リーグ制覇への熱い思いを胸に全員でひとつとなり、日々成長していきます。今後ともご声援よろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 

 

監督・藤田透 

 

 

部長・田尻悟郎 

◇秋季リーグ戦特集 
1. 結果報告 

2. ハイライト 

3. ラストシーズンを終えて 

◇2012 年度チーム始動 

◇編集後記 

 
 

春季、秋季リーグ戦共に５位という残念な結果に終わりました。春、秋を通じて勝負どころの後

半に力尽きるというゲーム展開が数多くあり、選手の層の薄さを痛感させられたシーズンでした。 

来シーズンはスタメンは勿論のこと、控えメンバーのレベルアップを図り、「優勝」という目標に

向かってチーム一丸となって頑張って参ります。 

今後とも、関大野球部をよろしくお願い致します。 

秋季リーグに於ける関西大学体育会野球部へのご声援、ご支援に対して、心からお礼を申し上げ

ます。残念ながら５位という結果に終わりましたが、新チーム発足後、主将、副主将を中心に、今

年の春、秋に共通して見られた改善点を洗い出し、24 年度春季リーグ戦に向けて改善すべく練習に

取り組んでおります。４年生は素晴らしい就職結果を残し、社会へ出る準備を始めました。春には

新社会人と、新チームがそれぞれ活躍してくれるものと信じております。 

どうか、今後とも温かいご支援とご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 



 
 

    
   
  

９月５日（月）、２９日（木）、１０月６日（日） わかさスタジアム京都 
初戦から１ヶ月後にようやく決着がついた近大戦。１回戦は、先制を許すが５回から登板の吉川（経３・履正社）が近大から１０奪 

三振を奪った。最終回に吉田大（商３・履正社）の中前適時打で１点を返したが後続を断たれ、初戦は黒星発進となった。２回戦は、 

山本（法１・北嵯峨）が６回まで２安打に抑えた。井上貴（文２・明徳義塾）の左翼線適時二塁打で１点を先制し、接戦を制した。３ 

回戦は、約４時間にも及ぶ熱戦となり、西郷（政策２・報徳学園）の中前適時打で同点とし、４回には井上貴のニ塁打や矢野（商４・ 

高知）の左前適時打で逆転した。８回に追いつくなど、粘りを見せるものの延長１４回、投手陣が打ち込まれ、力尽きた。 

  

 

 

 

 

9 月９日（金）、１０日（土）、１１日（日） 阪神甲子園球場 

１回戦は、先制されたがその後は投手陣が踏ん張り、無失点に抑え、奥村（文３・大阪桐蔭）の中前適時打で１点を返し、藤嶋（人 

間１・神港学園）などの安打で追加点を挙げ追い上げを見せた。さらに山田晃（文４・明徳義塾）の左中間適時三塁打で同点とし、中 

園（文３･奈良大附）の右中間適時打により、サヨナラ勝ちを納めた。２回戦は投手戦となった。１１回裏に、満塁の危機を迎え安打 

と失策によりサヨナラ負けを喫した。３回戦は先制されたが、寺本成（政策４・橋本）が粘りの投球を見せた。藤嶋の右前適時打で同 

点とすると、相手の失策によりさらに１点を追加し逆転に成功。近藤（商３・福知山成美）、吉川が最終回を抑え、接戦を制した。 

 

 

１回戦の始球式は、関西大学体育会バレーボール部主将・下敷領さんに務めていただきました。バレー部は部員全員で応援に駆けつ 

けてくれ、野球部に熱いご声援を、送ってくださいました。２日連続のサヨナラ試合となった伝統の関関戦は、白熱した試合となり、 

最高の盛り上がりを見せました。運命の３回戦。関大は見事な逆転勝ちで春季リーグ戦、総合関関戦の雪辱を晴らし、ライバル・関学 

から勝ち点を奪うことができました。皆様のご声援が選手の大きな力になったのだと思います。ありがとうございました！ 

 

  1 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ  2 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 H  

  近大 ３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ９  関大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １０  

  関大 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ６  近大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４  

                            

  3 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 計 H 

  近大 ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ７ 16 

  関大 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４ 12 

  1 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 H  2 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 計 H   

  関学 ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ７  関大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０    

  関大 １ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２× ５ １０  関学 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １× １    

               

  3 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ  

  関学 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ５  

  関大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ ５  



 

           

 
  

9 月２４日（土）、2５日（日）  

ほっともっとフィールド神戸 

１回戦は得点を重ねられ徐々に突き放されてしまった。相手投手の好投の前に打線は沈黙し、３安打に抑え込まれ完封負けを喫した。 

２回戦は、同大は先制するとその後も好機をものにし、そつのない攻撃で得点を重ねた。関大は中園、奥村の連打で好機をつくるが後 

が続かなかった。最終回にも中園、奥村の連打で再び好機をつくるが後続を断たれ完封負け。痛恨の連敗となった。 

 

 

 
 

１０月２日（日）、３日（月） 南港中央球場 

１回戦は、打線が沈黙し、矢野、奥村が放った２安打のみに抑えられた。立命は得点を重ねたが終盤は近藤、秋本（文４・北陽）が 

好投し追加点を許さなかった。９回の満塁の好機を活かせず完封負けとなった。２回戦は、山本が５回まで２安打に抑えたが、中盤に 

先制を許した。西郷、中園の連打で好機をつくると藤嶋の内野安打で１点、併殺の間に１点を返すが、追い付くことができなかった。 

 

 

 

 

１０月１５日（土）、１６日（日） 皇子山球場  

１回戦は、６回から登板した吉川が無安打無失点６奪三振の好投を見せた。一方、打線は先制するとその後も、青山（政策３･近江） 

の左越適時二塁打や相手の失策などで得点を重ねた。終盤には藤嶋の中越適時三塁打など長打が目立ち、１３安打９得点の快勝となっ 

た。２回戦は初回に２点を先制。６回には山田晃の中前適時打や、髙月の左越適時三塁打などで一挙６点を奪う猛攻を見せた。投手陣 

は京大を５安打に押さえ込み、先発・寺本成はリーグ戦初勝利を飾った。 

 

 

 

 
 
 
  

  1 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ   2 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ   

  関大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３   同大 １ １ １ 0 1 0 0 0 2 6 11   

  同大 ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ０ × ３ ７   関大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6   

  1 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ   2 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ   

  立命 ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ４ １２   関大 ０ ０ ０ 0 ０ 0 0 ２ ０ ２ ９   

  関大 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３   立命 0 0 0 0 0 １ ２ 0 × ３ ８   

  1 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ   2 回戦 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 Ｈ   

  関大 １ ２ ０ ０ ０ １ ３ ０ ２ ９ １３   京大 ０ ０ ０ 0 ０ 0 0 0 ０ ０ ５   

  京大 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ４   関大 ２ 0 0 0 １ ６ 0 0 × ９ ８   

 
 

伝統の関関戦・有終の美を飾る！ 

思うような結果を残せず、悔しい結果が続いた秋季リーグ戦でしたが、４年生にとって最後の試合は、皆様の温かいご声

援のおかげで、２連勝を納め、無事リーグ戦を終えることができました。 

４年生の活躍が多く見られた２回戦は、最高学年の執念を目の当たりにすることができたのではないかと思います。この

チームはこれで幕を閉じます。今シーズンも温かいご声援、本当にありがとうございました。 

 来シーズンからは新チームとなりますが、今後ともよろしくお願い致します！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○送付先○ 

                                                      〒564-8680                       

                                             大阪府吹田市山手町 3-3-35 関西大学新凱風館内 

                             関西大学体育会野球部 宛 

                                  TEL: 06-6368-1111(4979)  FAX: 06-6388-8214 

                                                              E-mail : kwansai-univ_baseball@mopera.net    

HP：http://www.kandai.ne.jp/~cl_baseball/            

  

             

順位 校名 同大 立命 関学 近大 関大 京大 勝 敗 勝点   

１ 同大 ※ ●○●○ ●○○ ○○ ○○ ○○ １０ ３ ４   

２ 立命 ○●○● ※ ○●● ○○ ○○ ○○ ９ ４ ４   

3 関学 ○●● ●○○ ※ ●○○ ●○● ○○ ８ ６ ３   

４ 近大 ●● ●● ○●● ※ ○●○ ○○ ５ ７ ２   

５ 関大 ●● ●● ○●○ ●○● ※ ○○ ５ ７ ２   

６ 京大 ●● ●● ●● ●● ●● ※ ０ １０ ０   

 

 

『奪首×Dash！第８号』はいかがでしたか? 

秋季新人戦が終わり、新幹部も決定し新チームが動き出しました。リーグ戦では悔 

しい結果が続いていますが、来季こそは悲願のリーグ優勝を部員一丸となって、掴 

みたいと思います。ニュースレターも、さらに内容が充実したものを作ろうと考え 

ております。これからも一生懸命頑張りますので、よろしくお願い致します。 

 

ご声援ありがとうございました。目標としてやってきたリーグ優 

勝はできなかたものの、自分たちで努力し、積み上げてきたこの一 

年間を終え、多くのことを学び、成長することができました。これ 

から４年生は別々の進路に進むことになりますが、この関大野球部 

で培った経験を糧に、次なるステージで頑張っていきたいと思いま 

す。そして、後輩たちには必ずリーグ戦で優勝し、全国の舞台で戦ってほしいと思います。最後 

に、４年間苦しいこと楽しいこといろいろありましたが、今ではいろいろな人に支えられたこと 

に感謝しています。本当にありがとうございました。 

 

mailto:kwansai-univ_baseball@mopera.net�


 

 

  

 【主将】 吉川 侑輝 (経 3･履正社) 

   新チームとなり、キャプテンとして、これから一年間このチームを引っ張っていくためにも、 

  今まで以上に頑張りたいと思います。目標としては、関大野球部のモットーである「全力疾走」 

  を心掛け、試合を見に来て下さる方々に、再び応援に来たいと思っていただけるようなチーム 

  を築いていくことです。また試合だけに限らず、練習中でも「自分たちの色」を出していける 

   ように日頃から努力していきたいと思っています。 

個人としては、周囲に助けていただきながらもチームを勝利に導けるようなピッチングを披 

   露します。リーグ優勝、神宮出場を必ず果たすために関大野球部全員が一丸となって必死に戦 

   います。応援よろしくお願いします。 

  

                                             【副主将】   

 左：奥村 翔馬 （文 3･大阪桐蔭）                        

中：水野 謙志 （商 3･東海大仰星） 

【主務】                

右： 西  凌太 （商 3･酒田南） 

    

 

 

 

                                                                  

 

11 月８日（火）   １回戦 

先発･佐々木裕（商 1･今治西）が初回に 3 点を先制され、5 回から登板した二番手･山本も本塁打 

  を打たれるなどで追加点を許す苦しい展開となったが、関大は 8 回に稲森（人間 2･智辯学園）の適 

  時内野安打や井上貴の犠飛、相手の失策で 3 点を返した。しかし、その裏再び得点を許し、9 回に  

  1 点を返すものの反撃に及ばず敗退した。 

 

11 月 1０日（木）  ５、６位決定戦  

序盤、関大は安打が出ず苦戦を強いられたが、5 回に井上貴が右翼線二塁打で出塁すると、茂利 

（人間 1･尾道）の中前適時打で 1 点を先制。7 回には山下（文 1･三田祥雲館）がスクイズを決め 

1 点を追加した。一方、投手陣は序盤に満塁のピンチがあったものの無失点に切り抜けると、その 

後は継投により相手打線を 3 安打に抑える完封リレーで、2 点を守り切り、2-0 で勝利した。 

 

 

 

 

 

  

  １２月２３日（木） 年内練習終了  

  １月５日（木） 授業開始、自主練習  

  １月１１日（水） 全体練習再開  

  2 月上旬 冬季強化合宿（高岳館）  

  3 月上旬 春季キャンプ（安芸タイガース球場）  

  


